
◇平成 20 年度 秋季講習会のお知らせ◇ 

地下水環境の保全 
－地下水の持続的利用の在り方－ 

        
 

 
 
 
 
 

本協会は、昭和 40 年 8 月に、社団法人として国土交通大臣（旧建設大臣）の認可をいただき、今年で 43 年目となりま

す。主な活動としては、月刊誌「地下水技術」を発刊し、地下水に係る行政機関や研究機関、そして、民間企業の方々に、

技術的な情報の提供を行っております。さらに、技術講習会を開催するとともに、地下水技術の調査・研究を行って参り

ました。今後も、関係機関のご支援を賜りながら、会員各社の皆様とともに、地下水に関する正しい知識の普及と技術の

発展・指導に努めてまいる所存です。 

今回の講習会では、地下水環境の保全に焦点を当てました。 

地下水の重要性は、今更論ずるまでもありません。地下水は、国土を構成する重要な要素のひとつであるとともに、そ

の水質が良好で恒温性を有する優れた特性から日常の生活用水、農業用水、工業用水、また都市部ではビルの増加ととも

に冷暖房用などの都市用水として欠くべからざる存在となっております。 

地下水の利用量は、わが国の全淡水利用量の 15％を占めており、消雪にまた熱エネルギー貯留等新しい目的のための利

用もおこなわれつつあります。しかし、地域によっては過剰揚水に起因する地盤沈下、また塩水化等の障害が生じている

ところさえあり、適切な開発・管理が必要であります。一方「水」を生活環境の一部としてとらえる機運がたかまってお

り、地下水においてもまた例外ではなく、湧水の復活を望み、住み良い環境を求める声が高まりつつあります。 

このように地下水が近年ますます重要性を増している状況に鑑み、当協会の本年度秋季講習会は「地下水環境の保全 －

地下水の持続的利用の在り方－」をテーマに、斯界の権威及び第一線の研究者・実務者による技術講習会を開催し、これ

を広く一般に公開し、技術と知識の普及を通じて公益法人としての社会的貢献を目指すものであります。多くの方々の参

加を、お願いいたします。 

なお、当講習会は、土木学会継続教育（CPD）プログラムとして認定されております。 
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開 催 日  平成 20 年 11 月 7 日（金） 9：45～17：10  

場   所  東京都新宿区山吹町１１―１ 測量年金会館（２階大会議室） 
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主催 社 団 法 人 地 下 水 技 術 協 会 

後援 国  土  交  通  省  ・  環   境   省  

協賛 ( 社 ) 土 木 学 会 、 ( 社 ) 地 盤 工 学 会 、 

( 社 ) 日 本 ト ン ネ ル 技 術 協 会 、 

日本地下水学会、日本応用地質学会 
 
平成 20 年１１月 7 日 場所：測量年金会館（２階会議室）

講 演 会 プ ロ グ ラ ム 

9:45 開 会 挨 拶 

9:50 来 賓 挨 拶 
講 演 要 旨 

10:00 

 

地下水環境保全に関する行政の取り

組み 

 

 

 

 

環境省 水・大気環境局 

地下水・地盤環境室長 

和 田  篤 也

地下水・地盤環境の保全に関する取り組みは、従来地下水の水質管理、地下水

の汲み上げが原因とした地盤沈下対策を中心に行われてきている。 

河川流域の環境保全上健全な水循環という観点からも、河川水などの表流水とと

もに地下水は重要な役割を果たしているところ、河川水と同様の環境上の取り扱い

が必要と考えられる。 

このため、今後は、硝酸性窒素対策、地下水・地盤環境の管理・有効利用、湧

水の復活・保全、地球温暖化対策・ヒートアイランド対策等、地上と地下とを一体の

ものとしてとらえ、「街づくり・地域づくり・人づくり」に貢献する地下水・地盤環境施

策の実施に取り組んでいきたい。 

11:00 湧水の保全と利用 

―洪積台地の古水流と地下水流動 

 

 

 

 

法政大学工学部 

都市環境デザイン工学科教授 

山 田  啓 一

洪積台地の崖線に沿って点在する湧水群は貴重な水環境として注目されてい

る。湧水群の流出特性や水質変化は個別性が顕著である。湧水群の大半が小規

模な局所循環系からなり、湧水保全に当たってはこれらを規定する表層の帯水層

特性とそれぞれの水循環機構を対比する必要がある。本報告は、武蔵野台地を対

象として、ローム層の下位に存在する砂礫層境界の深度を各種地盤資料（約 1 万

本）から読み取り GIS 上で礫層上端面を作成した。礫層上端面図上の連続した谷

（古水流）を抽出した。地表面の谷（現水流）と地下水面の谷を比較し水系を３つに

区分した。古水流に沿って湧水群が点在し、現水流から古水流が分岐する区間で

河川水が伏流し、古水流が現水流と交差する区間で地下水流出が顕著であった。

12:00 昼食 

13:00 共生型地下水利用について 

 

 

岡山大学環境理工学部 

環境デザイン工学科教授 

西 垣   誠

地球温暖化等の環境問題が大きな社会問題となっている今日で エコな生活と

地下水の再構築に関して、これから何を政策として考えていき どのような技術を開

発していくべきかを論述する。 

14:00 沿岸域における地下水環境の保全に

ついて 

 

(独)産業技術総合研究所地圏資源環境

研究部門 地下水研究グループ長  

丸 井  敦 尚

沿岸域において地下水を利用する場合、塩水化や地盤沈下など沿岸域特有の問

題が付きまとう。一方沿岸域は人口の密集地であり、おのずと地下水の需要も大きい

地域である。わが国における沿岸域での大規模工事の事例や、東南アジア各国での

沿岸域の地下水管理の状況、モニタリング手法などをあわせて紹介し、今後の地下

水問題とその解決法について議論したい。 

15:00 飲料製造における地下水の環境保全 

 

日本ミネラルウォーター協会会員 

サントリー株式会社  

ＣＳＲ・コミュニケーション本部 環境部長 

髙 屋  雅 光

「水と生きる」企業が循環型社会の中で果たすべき責任として最も重要なテーマ

は、「水のサステナビリティ」を実現することだと考える。そのテーマの実現のための

活動の一例として、筆者が所属する企業において全国 9 カ所で展開する水源涵養

活動拡大と、水の使用量削減に向けた環境技術導入など、自然界の水の循環に

負荷をかけない環境活動を紹介する。 

16:00 都市域地下水の新しい利用方法 

 

 

旭化成ケミカルズ株式会社  

取締役常務執行役員  

小 宮  強 介

日本でも幾多の震災で、上水道ライフラインが破断し、断水の復旧まで時間がか

かることが繰り返されているが、破断予防のための耐震化には莫大な費用がかか

る。そこで、特に都市域での災害時応急給水拠点として「持続的な水源である深井

戸から膜処理等によって安全な水が供給され続ける仕組み」（ライフスポット）を、

「民間企業の資金を使って、自治体と協力し、ネットワークとして整備すること」で 2

つの課題の同時解決が図れる。 

17:00 閉 会 挨 拶  

  


